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「
女
性
」は
具
体
的
数
値
を
開
示

中
核
人
材
の
多
様
性
確
保
に

係
る
対
応
上
の
留
意
点

第１章 前
回（
２
０
２
２
年
４
月
20
日
号（
№
１
６
４
２
））に
引
き
続
き
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド（
以
下
、「
コ
ー
ド
」と
い
う
）

改
訂
後
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書（
以
下
、「
Ｃ
Ｇ

報
告
書
」と
い
う
）の
作
成
上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

前
回
取
り
上
げ
た
プ
ラ
イ
ム
市
場
向
け
原
則
へ
の
対
応
は
、
本

年
４
月
４
日
の
市
場
区
分
見
直
し
に
よ
り
適
用
が
開
始
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
改
訂
原
則
に
つ
い
て
は
昨
年
末

ま
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
対
応
は
昨
年
末

で
ひ
と
ま
ず
出
揃
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、

そ
れ
ら
の
開
示
を
分
析
し
て
、
傾
向
と
課
題
を
整
理
す
る
。

【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●「
自
主
的
か
つ
測
定
可
能
な
目
標
」の
う

ち
、「
外
国
人
」、「
中
途
採
用
者
」は
、実

態
と
し
て
は
、具
体
的
な
数
字
で
は
な

く
方
向
性
を
示
す
等
に
よ
り
コ
ン
プ
ラ

イ
と
す
る
会
社
が
主
流
な
状
況
で
あ

る
。

●
他
方
、「
女
性
」に
関
し
て
は
、特
定
の
数

値（
数
字
ま
た
は
比
率
）を
用
い
て
目
標

と
実
際
の
状
況
を
具
体
的
に
示
す
こ
と

が
多
数
で
あ
る
。

《
補
充
原
則
２
―
４
①
》

上
場
会
社
は
、
女
性
・
外
国
人
・
中
途

採
用
者
の
管
理
職
へ
の
登
用
等
、
中
核
人

材
の
登
用
等
に
お
け
る
多
様
性
の
確
保
に

つ
い
て
の
考
え
方
と
自
主
的
か
つ
測
定
可

能
な
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
状
況

を
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上

に
向
け
た
人
材
戦
略
の
重
要
性
に
鑑
み
、

多
様
性
の
確
保
に
向
け
た
人
材
育
成
方
針

と
社
内
環
境
整
備
方
針
を
そ
の
実
施
状
況

と
併
せ
て
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

改
訂
内
容

⑴
　
中
核
人
材
の
多
様
性
確
保
の
状

況補
充
原
則
２
―
４
①
前
段
は
、「
女
性
・

外
国
人
・
中
途
採
用
者
の
管
理
職
へ
の
登

用
等
、
中
核
人
材
の
登
用
等
に
お
け
る
多

様
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
自
主

的
か
つ
測
定
可
能
な
目
標
」を
示
し
、「
そ

の
状
況
」⑴
を
開
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
上
場
会
社
は
、
中
核
人
材
の

多
様
性
確
保
に
つ
い
て
の
状
況
を
開
示
す

る
必
要
が
あ
り
、開
示
し
な
い
場
合
に
は
、

補
充
原
則
２
―
４
①
を
コ
ン
プ
ラ
イ
し
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
多
様
性
の
確
保
」で
い
う
と
こ
ろ
の

「
多
様
性
」は
、
補
充
原
則
２
―
４
①
で
例

示
列
挙
さ
れ
て
い
る「
女
性
」、「
外
国
人
」、

「
中
途
採
用
者
」に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
各
社
に
よ
っ
て
確
保
を
図
っ
て
い

く
べ
き
多
様
性
の
要
素
を
決
定
し
て
示
す

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
⑵
。
ま

た
、「
自
主
的
か
つ
測
定
可
能
な
目
標
」は
、

コ
ー
ド
に
お
い
て
一
律
の
目
標
値
を
示
す

も
の
で
は
な
く
、
各
社
に
お
い
て
、
自
社

の
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
等
に
鑑
み
な
が

ら
、
目
標
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
、
具
体
的
に
は
、
特
定
の

数
値
を
用
い
た
目
標
の
ほ
か
、
程
度
と
い

う
表
現
や
レ
ン
ジ（
範
囲
）を
用
い
て
示
す

形
、
現
状
の
数
値
を
示
し
た
う
え
で「
現

状
を
維
持
」な
い
し「
現
状
よ
り
増
加
さ
せ

る
」と
い
っ
た
目
標
を
示
す
形
、
努
力
目

標
と
し
て
示
す
形
な
ど
が
、「
測
定
可
能
な

目
標
」に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
⑶
。

も
っ
と
も
、
Ｃ
Ｇ
報
告
書
記
載
要
領
に

お
い
て
は
、「
女
性
」、「
外
国
人
」、「
中
途
採

用
者
」の
管
理
職
へ
の
登
用
の
３
項
目
の

う
ち
、「
自
主
的
か
つ
測
定
可
能
な
目
標
」

を
示
さ
な
い
こ
と
と
す
る
項
目
が
あ
る
場

合
に
は
、そ
の
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
を「
中

核
人
材
の
登
用
等
に
お
け
る
多
様
性
の
確


